
５月２５日（土）、２～４時間目の授業の中で、５年生の児童を対象に、

「火起こし体験」を実施しました。

これは、５年生の林間学習（5/２９・３０実施）の野外炊飯で、

火を起こす手順を事前に学習できるように企画したものです。

火をつけるために何が必要でどんな道具を使うのか、向日市のボーイスカ

ウトの方々を講師としてお招きして、地域のボランティアの皆さんと一緒に

学習しました。

向日市ボーイスカウトの皆さま、ボランティアで参加してくださった

保護者の皆さま、暑い中ご協力いただきありがとうございました。
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【活動報告】５年生の火起こし体験

～貴重な体験がたくさんできました～

このお便りのカラー版を４向ホームページにアップしています。ぜひご覧ください。

５年生は、この火起こし体験で学んだことを

林間学習で実践し、とっても美味しい

カレーライスを作ることができました！

ボーイスカウトの隊長さんから問題です。

「ものが燃えるには、何が必要でしょうか？」

答え。

ものが燃えるには、３つのアイテム「①可燃物」「②熱」「③酸素」が必要です。

３つのアイテムが全て揃わないと、ものは燃えません。

説明をしっかりと聞いて、早速、薪（まき）とマッチと空気を上手く使って、

火起こしをやってみました！！

薪（まき）を割ります。ナタの刃に

気を付けて！

お米の量の量り方

内蓋すりきり＝２合

外蓋すりきり＝３合

みんな、スムーズに火を

つけることができました！

さあ！次は薪を組んでいくよ！

空気が通りやすいように、井桁型（いげたがた）にします。

マッチで火をつけたい人、

手をあげて～はーい！

ジャンケンで決めまーす。

飯盒に使う

米を洗います

始めグツグツ、中パッパ、

ご飯の完成～☆


